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2018 年（平成 30 年）
1月 1日

第 163 号
発行人　白井　透
編集人　宮島光男

第 16 6 回例会 2 月 3 日（土）

「映像から読み解くジェンダー」　
東京国際大准教授　石黒久仁子氏 ( 第 8 0 期 )　

　会員、ゲストの皆さん、明けましておめでとうございます。穏やかな新年を迎えられたで
し ょ う か。 天 皇 の 退 位 が 来 年 4 月 末 に 決 ま り、「 平 成 」 の 元 号 も あ と 16 カ 月 ほ ど で 新 し い
ものに変わります。私たちが若かった頃「明治は遠く…」と言いましたが、今や「昭和は遠
くなりにけり」になってきた印象です。昨年は秋に解散総選挙があり、世を騒がせた「小池
旋風」もあっという間に立ち消え。世界では北朝鮮の不気味な動きと何をするかわからない
米トランプ政権の動向に目が離せません。少しでも世の中が平穏に向かうことを願うばかり
です。
　さて、当会では例年、新年明けの例会はイベントを盛り込んだ懇親会を続けてきましたが、
幹事会で検討した結果、これをやめて通例の講演会を開催することとし、母校 80 期（1982
年卒）の石黒久仁子氏に講演をお願いしました。石黒氏は英国の大学で学び、男女の社会的
差 別 な ど で 話 題 に な る「 ジ ェ ン ダ ー」 の 視 点 か ら キ ャ リ ア 開 発 な ど の 分 析 を さ れ て い ま す。
これまでにない演題で頭の回転にはもってこいかもしれません。
　 大 勢 の 皆 さ ん の 参 加 を 期 待 し て い ま す。 参 加 の 可 否 と 併 せ て 5 月 に 予 定 す る「 工 場 見 学
への参加希望」（６面参照）を 1 月２６日（木）までに返信して頂くようお願いします。

          日　時：平成 30 年 2 月 3 日（土）午後 2 時より（受付開始：午後１時半）
　　場　所：連合会館 4 階 401 会議室　　
　　　　　　東京都千代田区神田駿河台３ー２－１１　　電話：03-3253-1771
　　　　　　JR「御茶ノ水駅」聖橋出口徒歩５分
　　　　　　東京メトロ千代田線・新御茶ノ水駅 B3 出口すぐ
　　　　　　東京メトロ丸ノ内線・淡路町駅徒歩５分
　　　　　　都営新宿線小川町駅徒歩３分
　　会　費：３，０００円（飲み物、クッキー付き）
　　講　師：石黒　久仁子氏（いしぐろ・くにこ）
　　演　題：「映像から読み解くジェンダー、欧米社会とジェンダー」

松尾倶楽部代表幹事　白井　透（60 期）　　Tel ＆ Fax 03-3862-1065
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< 編集部より >「会員短信」は会員の皆様の交流スペースです。最近、近況
や感想が少なくなり気になります。出席の会員も含め皆様の思いをお寄せく
ださい。発刊の時期が頂いたお便りの内容とずれて迷惑をおかけすることも
ありますが、お許しください。今回は昨年９月の例会の出欠の返信です。

▶講師プロフィール：石黒久仁子氏（いしぐろ・くにこ）
　東京国際大学国際戦略研究所准教授。文京学院大学 / 大学院
　外国語学部 / 外国語学研究科　非常勤講師。上田市丸子町長
瀬出身、1982 年上田高校卒業（80 期 )、1986 年学習院大学文
学部フランス文学科卒業。外資系企業人事部に勤務後、英国シェ
フィールド大学で学び、2003 年修士号、2008 年博士号取得。 
雇用、マネジメントに関する問題をジェンダーの視角から分析
する。

▶内久根孝一（51）

　東京駅前の大再開発で弊社「いずみ囲碁ジャパン」

　も閉業となりました。本誌への広告でお世話にな

　りました。H30 年を期し新たに起業致します。広

　告を出せるような会社にしたいと思っています。

　（期待しています）

▶太田幸男（51）

　欠席が多く申し訳ありません。いつも素晴らしい

　企画で可能な限り出席したいので引き続きご案内

　下さい。切手代 3,000 円同封します。（ありがとう

　ございます）

▶村田　寛（51）

　藤本先生お元気ですか。南沢道人老師には何かと

▶小林　宏（50）

　84 歳になってまだボランティアをしているのか、と

　笑われそうだが、ハーモニカグループ 4 人、歌い手

　2 人でタッグを組み、町田・多摩のデイサービスを数

　カ所毎月、慰問し、小学唱歌から演歌まで 20 曲を歌っ

　てもらう。施設側からは、毎月楽しみにしている、　

　と言われている。（ボランティアも青春、ですね）

▶児玉　忠雄（50）

　いつもご連絡頂き有難うございます。数年前から歩

　行困難となり参加出来なくなりましたが、元気にし

　ております。発展を心からお祈り致します。（代）

▶守屋貞重（50）

　ご盛会をお祈り上げます。
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　例会は体調不充分なため残念ながら欠席します。盛

　会をお祈りしています。

▶土屋勝俊（54）

　お世話になっています。今回も他の用事と重なり出

　席できません。来年は 80 才の坂を超えようと毎日

　軽ハイキングを楽しみ健康に注意しています。

▶土屋晃一（54）

　残念で申し訳ないのですが、10 月 1 日私が主催の

　法事があり準備のため佐久市に帰りますので、欠席

　します。幹事・理事の皆様ご苦労さまです。

▶前田喜美子（54）

　海外出張予定で欠席します。皆様によろしく。

▶市河富弘（54）

　ご案内ありがとうございました。夫、富弘は H29　

　年 5 月 14 日に永眠致しました。今日までお世話に

　なりありがとうございました。（ご遺族から）

▶藤村延魚（54）

　円福寺大和尚の藤本光世先生にお目にかかれること

　を願いましたが、同日、同時刻に大学の関東同窓会

　があり、仕掛人でもあるので、そちらをスッポカス

　訳に参りません。先生から頂戴いたしました「試百

　難」の色紙を見つめつつ、毎日大学院の論文と格闘

　しております。「男の美学」も歳（80）との戦いになっ

　て参りました。（相変わらずご活躍で何よりですね）

▶丸山則夫（54）

　為になる話を聞きたいと思っていましたが、都合つ

　かず失礼します。

▶宮沢壮介（54）

　当日はちょっと珍しいクルーズ（日本橋から乗船、

　小名木川を東へ進み荒川のロックゲートを通過す　

　る）に参加するため、残念ですが欠席します。

▶田村　朗（54）

　藤本元校長の有難い講話をうかがいたいのですが、

　都合が悪く欠席いたします。ご盛会を祈ります

▶中沢　賢（ゲ、54）

　あいにく所用で出席できません。盛会を祈ります。

▶呉公一郎（54、幹事）

　腰痛手術 3 回にて回復に努めています。

▶大日方真（54）

　いろいろお世話になりました。松尾倶楽部第 162　

　号ありがとうございます。会員短信で沢山メッセー

　ジを収録して下さいました。また幹事の関さんが私

　の話をまとめて下さって記録していただきました。

　恐縮しています。第 165 回の例会は月末のためい

　御指導頂いています。益々の御健勝祈ります。

▶武井　厚（51）

　申し訳ありません。今回は欠席します。前進座女優、

　上沢美咲さん（87 期）は 10 月 14 日～ 25 日、日

　本橋・三越劇場で、山本周五郎原作「柳橋物語」　

　に出演します。（上沢さんの応援、いつもご苦労様

　です）

▶森　浩一（52）

　ご盛会でありますよう。

▶池内　修（52）

　申し訳ありませんが、所用があり欠席させて頂きま

　す。

▶関　正利（52）

　久しぶりに出席させていただきます。馬場さんのコ

　ラム（松尾城）、私も同じような体験があり今も心

　に沁みています。

▶小林乾泰（53）

　長い間お世話になりましたが、去る７月 26 日に亡

　くなりましたので、お届けいたします。生前の御厚

　情に感謝申し上げます。（ご遺族から）

▶飯島秀也（53）

　坂東三十三観音、梅雨、夏の暑さを理由に中断して

　いましたが、結局は中断の必要がない天気でした。

　（目下 1 番～ 8 番と 11、13、14 が済み）これから

　千葉県の寺を回りたいと思います。（坂東、楽しい

　ですよー１００観音巡礼者より）

▶増田隈雄（53）

　多用と重なり出席できず、残念です。ご盛会を御祈

　念申し上げます。

▶石井光春（54）

　藤本先生のお話、期待しています。

▶草野和子（54）

　いつもご案内頂きながら、欠席続きで申し訳有りま

　せん。この度もマンションの改修工事の打ち合わせ

　が有り欠席します。ご盛会お祈り致します。些少で

　すが、金弐萬円同封させて頂きます。（多額の寄付、

　ありがとうございます）

▶小松邦男（54）

　ご案内ありがとうございます。残念ですが当日他の

　用件があります。

▶沓掛文哉（54）

　卒業 50 周年記念に母校第 2 グランドに桜樹 3 本を

　植樹しました。そのとき藤本校長先生にグランドの

　植樹に立ち会って頂きお礼の言葉を頂戴しました。
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　きません。残念です。

▶馬場健一（57、ゲ）

　年を重ねるに従い懐かしさあってかお誘い増え多忙

　です。8/7 ～ 8/14 モンゴルを旅してきました。雄

　大な草原に千頭単位の羊、山羊・牛・馬点在、人口

　300 万人（半分は首都）／日本よりは広い。9/1 御

　盛会を祈念申し上げます。

▶渡辺静雄（57）

　いつもお世話様です。今回も所用のため出席できま

　せん。「試百難」を見・聞くたびに高校時代を思い

　うかべています。折角の機会残念です。

▶田沢雄二郎（57）

　当方、早や喜寿を迎えたこの頃ですが、人生訓につ

　いて藤本先生の「試百難」の講演を楽しみにしてお

　ります。

▶山邉光一（58）

　母校及び卒業生に多大な貢献をされた藤本先生のお

　話、是非お聴きしたいと思います。

▶小林芳友（58）

　旅行中につき今回は欠席とします。

▶大橋邦夫（60）

　早速、小生の要望を取り上げて頂き、感謝感激です。

　母校の生徒達に「試百難」の精神をどのように教育

　したのかを詳しく伺いたいと思います。

▶竹内善尉（60）

　残念です。今回は日程調整（仕事）ができず欠席です。

　次回楽しみにしています。

▶高橋宗雄（61）

　例会のご案内ありがとうございます。都合で残念な

　がら欠席します。

▶沓掛　忠（61）

　久し振りの参加です。楽しみにしております。よろ

　しくお願い致します。

▶笠井徳爾（61 幹事）

　本校で藤本校長先生にお会いした時、卒業生一人ひ

　とりの色紙に贈る言葉として「試百難」と書いてお

　られたことを目の当たりにしました。

▶岩井重一（62）

　名校長と慕われた藤本光世先生の講話、是非とも拝

　聴したかったのですが、生憎先約があり欠席とさせ

　て頂きます。いつも松尾倶楽部の会報をお送りいた

　だき、感謝しております。

▶片山隆行（62）

　ご案内ありがとうございます。当日、他用の約束を

　ろいろやることがあって、参加できません。ご盛会

　を祈ります。（講演ありがとうございました）

▶山本善夫（54）　

　2017.1.13 逝去致しました。（ご遺族：和哉さん    

　から）

▶秋葉光廣（55）

　お世話になります。我々 55 期生、卒業 60 年の節

　目の年となりました。母校の近況現況に接する機会

　を楽しみにしております。

▶片岡恒夫（55）

　上田の大谷医院の工事は 8 月末竣工しまして竣工図

　面の整理におわれています。よろしくお願いします。

　（無事竣工、おめでとうございます）

▶小平節夫（56）

　当日のイベント（小生役員担当）あり、欠席します。

　ご盛会を祈念致します。

▶小宮山栄（56）

　当日は石垣島のヒコ孫ができたので・・・。藤本光

　世さんの「おっしゃん２代記」原稿読み始めました。

　（『２代記』楽しみにしています）

▶成田邦夫（56）

　元校長藤本さんのお話楽しみです。同氏とは小生関

　東同窓会幹事長をしている時出会いました。「試百

　難」を合言葉に上田高校を盛り上げて下さった「出

　色」の校長でした。

▶飯高盛龍（56）

　いつも欠席ばかりですみません。

▶笹沢政道（56）

　今回も別件と重なり、残念ながら欠席します。ご盛

　会をお祈りします。

▶長崎哲夫（56）

　東京で半世紀働きましたが、この度、北杜市に移住

　しました。今後も宜しくお願い致します。尚、本職

　からも隠退しました。（悠々自適ですか）

▶高木佳年（57）

　先約があり残念ですが欠席致します。白井代表はじ

　め関係者の皆様いつも素晴らしい企画をありがとう

　ございます。

▶北村昌夫（57）

　地域行事のため参加出来ません。よろしくお願いし

　ます。

▶清水康弘（57）

　藤本元校長先生の講演があったら是非聞きたいと　

　思っていましたが、当日私主催の会議があり出席で
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　しており今回は欠席です。ご盛会を祈念しています。

▶小山平六（62）

　学生、社会人を問わず「掃除」には効用があると聞

　いております。藤本先生のお話に興味があります。

▶宮坂信章（62）

　連絡が遅くなりました。別の予定が入り出席できな

　くなりました。

▶山極真咲（63）

　先月 1 年振りに「赤松小三郎研究会」に出席できま

　した。寺島先生の講演は新鮮でした。ありがとうご

　ざいました。台湾から機械を輸入しており、台湾出

　張が多く楽しみながら仕事をしております。

▶平林正明（64）

　いつもご案内ありがとうございます。今回は上田高

　校同期の仲間と北国街道歩きに参加するため欠席し

　ます。盛会を祈念しています。

▶中西載慶（64）

　当日、講演予定が入っており、残念ですが欠席しま

　す。盛会をお祈りします。

▶倉沢　裕（69）

　当日は別所温泉旅館組合主催の「あいぞめ祭り」を

　手伝うことになっており、欠席させていただきます。

　地元の皆さんと接する良い機会ですので。

▶古畑克巳（69）

　当日は千曲寮のＯＢ会が望月温泉「かすがの森」で

　開かれるため、欠席させて頂きます。なお、関東同

　窓会絵画同好会が発足し、その展覧会を 3 月 12 日

　（月）から 18 日（日）まで、京橋「ギャラリーくぼた」

　で開催致します。ご関心のある方は、是非お越し下

　さい。（絵画展、楽しみですね。同窓会同好会主催

　とは珍しい）

▶金井文男（73）

　ご案内有難うございます。今回も都合が悪く（先約

　が有り）欠席とさせて頂きます。

▶小宮山伸之（74）

　藤本先生のお話を拝聴できず残念です。また宜しく

　お願いいたします。

▶荻原　貴（79、幹事）

　今年は不覚にも二度の短期入院。現在少しずつ「睡

　眠負債」の返済中です。

▶飯田孝代（特）

　白井様には先日も内幸町にお運び下さっていつもあ

　りがとうございます。旅行を申し込んであり、残念

　ですが欠席させていただきます。御盛会を祈ってお

　ります。（鬼丸後援会、ご苦労さま）

▶今井古琴（特）

　残念ですが、お休みさせていただきます。

▶滝澤　尚久（特、上田郷友会会長）

　例年ですと残暑の時期ですが、今年は夏らしい日が

　少なく、もう 9 月になりました。講演会の講師の選

　定について、担当幹事の方ご苦労様です。9 月 30

　日の藤本光世先生のお話も、気楽に出席して聴ける

　講演会となることを期待致して居ります。

▶吉原頼道（特）

　大日方真氏がＩＴ企業に携わってご活躍されて、Ｉ

　Ｔの重要性と先端から遅れないよう、そして企業は

　人なりで基本が大事であることを説いておられた。

▶斉藤保江（ゲ）

　ご案内いつも有難うございます。92・94 歳の叔母

　を持つ私。世にいう老々介護が続いています。これ

　からも例会出席は難しいと　思います。残念ですが

　退会させて頂きます。大変お　世話になりました。

　貴部の一層のご発展お祈り申し　上げます。（長年

　ありがとうございました）

fellow
取締役社長　古畑克巳（69 期）

東京都千代田区内神田 1-18-11  東京ロイヤルプラザ 1109 号
TEL 03-3293-8931 　  FAX 03-3295-6005
http://www16.ocn.ne.jp/~fellow/index.html

Outsourcingの知識集団

株式会社
（公認会計士）
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筑波宇宙センター（JAXA）など見学
５月中旬　参加希望者を募集、先着４５名

　当倶楽部では５月中旬に茨城県つくば市

にある JAXA の筑波宇宙センターと明治乳

業守谷工場の見学を企画しています。宇

宙センターには日本の宇宙開発の最先端

を垣間見ることができる数々の施設があ

り、大変な人気になっています。敷地が

５３万平方メートルあり、施設内をガイ

ド付きで巡回します。また、午後は近く

の明治乳業工場を訪問します。会員、ゲ

ストの皆さんの参加を募ります。

　詳しい日程は３月ごろに参加を希望す

る皆さんにお知らせしますが、当日は東

京駅前を午前８時ごろ出発、つくばへ直

行し、午前中に宇宙センターを見学、昼

食後、明治乳業工場へ回ります。夕方４

時過ぎに神田神保町で下車し解散ですが、

自由参加で懇親会も開きます。会費は見

学会が約６，０００円（交通費、昼食代な

ど）、懇親会は約４，０００円を予定して

います。
　参加を希望される方は同封の返信はがきに

「参加希望」として返信してください。バスの

関係で先着４５名程度で締め切らせて頂きます

のでお早めにご連絡ください。

宇宙センター正面広場にある模型ロケット

　　（当会へ寄付を頂いた方）

　　草野和子（54 期 )　２０，０００円

　　太田幸男（51 期）　　３，０００円

物故会員（敬称略）

　　　山本善夫　  (54)    29.1.13

　　　内堀真通彦  (55)    29.2.18

　　　市川富弘　  (54)    29.5.14

　　　小林乾泰　  (53)    29.7.26
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　　　　　　本会の金庫は下記の通りです。寄付金、通信費、などの振り込みは

　　　　 下記へお願いいたします。

　              ①　浅 草 橋 郵 便 局 　口座番号　№ 00140-9-758190　松尾倶楽部

　              ②　三井住友銀行　浅草橋支店（店番号 614）普通預金口座　№ 7337851

　　　                  松尾倶楽部（マツオクラブダイヒョウカンジ・シライトオル）

　              ③　ゆうちょ銀行　ゼロイチキュウ店　当座 0758190　受取人名　マツオクラブ

　　　　　             （他行のＡＴＭからの送金の場合、店番号は「セ」で検索してください）　　

新年会は関東同窓会に参加を　１月１８日（木）
　１面でも簡単に触れましたが、幹事会で検討した結果、これまで続けてきた当倶楽部の新年懇親会は今回

取りやめることにしました。その理由は①新年会の参加者が年々減少傾向にあること②イベント出演者との

事前交渉にかなり労力が必要になってきたこと③関東同窓会の新年会と日程が近く、参加者が重なることー

などによるものです。

　特に、同窓会の新年会が年々充実してきており、しかも会費にも差があるため、顔を合わせる機会として

もむしろ同窓会新年会に統合した方がベター、という認識で幹事会の意見が固まりました。会員の皆さんは

１月１８日（木）の同窓会新年会にぜひご参加ください。

　　　　　　　　　　　　　　　関東同窓会新年会　１月１８日（木）　午後６時より

　　　　　　　　　　　　　　　　場所：日本教育会館９階「平安の間」

　　　　　　　　　　　　　　　　会費：5,000 円

▼
２
年
前
の
秋
、
母
校
の
社
会
講
座
で
１
年

生
に
金
融
経
済
の
講
義
を
し
た
。
２
０
０
０

年
生
ま
れ
の
彼
ら
は
デ
フ
レ
が
当
た
り
前
。

経
験
し
た
こ
と
が
な
い
長
引
く
デ
フ
レ
と
日

銀
の
金
融
緩
和
政
策
が
如
何
に
異
常
か
を

説
明
し
た
が
、
あ
ま
り
理
解
し
て
も
ら
え
な

か
っ
た
よ
う
だ
。
▼
２
０
１
３
年
４
月
に
日
銀
が「
質

的
・
量
的
金
融
緩
和
政
策
」
を
導
入
し
て
以
来
、
目

標
に
掲
げ
る
物
価
上
昇
率
年
２
％
は
未
だ
に
達
成
し

て
い
な
い
。
１
６
年
２
月
に
は
「
マ
イ
ナ
ス
金
利
政

策
」
ま
で
加
わ
り
「
異
次
元
」
金
融
緩
和
政
策
に
は

限
界
説
も
強
ま
っ
て
い
る
が
「
出
口
戦
略
」
も
見
え

て
来
な
い
。
▼
平
成
２
９
年
版
経
済
財
政
白
書
は「
４

年
半
の
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
取
り
組
み
の
下
、
長
期
に

わ
た
る
景
気
の
回
復
基
調
が
続
い
て
お
り
、
戦
後
３

番
目
の
長
さ
と
な
っ
た
」
と
し
、
一
方
で
「
デ
フ
レ

脱
却
」
に
つ
い
て
「
目
標
の
２
％
は
必
ず
し
も
デ
フ

レ
脱
却
の
条
件
で
は
な
い
が
、
現
状
の
物
価
上
昇
率

で
は
足
り
な
い
」
と
し
て
い
る
。
▼
気
に
な
る
の
は

「
デ
フ
レ
脱
却
」
の
た
め
に
個
人
消
費
部
門
の
回
復

が
遅
れ
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
「
賃
金
の
上
昇
が
全

て
の
カ
ギ
を
握
る
、
そ
の
た
め
に
は
生
産
性
向
上
が

必
須
」と
い
う
強
い
論
調
だ
。
そ
れ
が
AI（
人
工
知
能
）

や
IT
（
情
報
技
術
）
の
活
用
を
進
め
た
結
果
な
ら
良

い
が
、
人
手
不
足
や
人
件
費
圧
縮
の
た
め
の
過
度
の

人
員
削
減
に
よ
る
「
労
働
強
化
」
や
「
労
働
環
境
の

悪
化
」
を
伴
わ
な
い
こ
と
を
強
く
願
う
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
幹
事
７
９
期　

荻
原　

貴
）

【松 尾 城】
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「感謝　上田高校」
　平成 18 年 4 月、松本深志高校から上田高校長とし

て着任。「上田高校ってどのような学校だろうか」と

の思いから、歴任してきた各校の校歌の内容を確認し

た。いずれの高校も校歌、特に最終フレーズをみると

学校の理念な

どが理解でき

ることが多い

ためである。

　「 我 に 至 剛

の誇りあり　

いざ百難に試

みむ」

スクールアイデンティティを「試百難」とし、校長と

しての学校の経営方針を立てた。着任挨拶で生徒たち

に話した時、全員が顔を見て聞いてくれた。上田高校

の生徒たちのすばらしさを感じた。また、先生方も優

秀な方が多く、その後ろには大勢の同窓生、ＰＴＡが

付いており、後押ししてくれると感じた。

「学校を美しく・・・美しい心」　
　汚れた心は、ちょっとしたところに現れる。学校に

限らず、トイレが汚いといろいろな面で乱れることが

多い。トイレが鏡だと言える。上田高校で、手始めに

掃除道具を新しくし、トイレ掃除からスタートした。

「きれいにして」と言っても簡単にやってくれるわけ

ではない。自ら朝早く一番に学校に行って便器の掃除、

校内のモップ掛け、ごみ拾いなど見えないところから

始めた。東向きの廊下に差し込む朝日は素晴らしかっ

た。その精神（こころ）は徐々に広がって生徒も掃除

をやるようになり、机の列が曲がっていると直し、履

物が乱れていると整え、ごみが落ちていると拾うよう

になった。エピソードの一つ、路上の猫の死体を何の

ためらいもなく片づけたのが、上田高校の女生徒だっ

たと評判になった。本人に聞くと「上田高校の生徒な

ら当然です」という答えが返ってきたという。こうい

うことがとても嬉しかった。このように精神がしっか

りすれば、結局学力向上に繋がる。松尾祭をしっかり

実行後、気持ちを切り替えて勉学に集中したことで学

力も向上した。学校が引き締まってきた。

「心の柱　試百難」
　「試百難」という言葉はとても良い言葉で古城の門

をくぐるとことは試百難に入るということ。試百難は

苦に向かっていくこと。人生は苦。心のあり方次第で、

苦を光明として受け取ることになる。苦に向かってい

くことが、苦を逃れる最善の方法。「人生全てこれ光明」

（大愚良寛の言葉）に相通じる。気にせず楽天的に捉

えて “ ただひたすら ” を重ねた末に “ それが当たり前

になること ” が、その修行の唯一の方法。

　着任した年に未履修科目問題が発生。前任者の時の

問題だったが、現校長として試百難の心のもとに土曜

授業実施、卒業式の延期などで対応した。先生方や生

徒たちが全面的に協力してくれたお蔭で無事乗り切れ

た。

　講演会後に会場近くの居酒屋で懇親会を開催。藤本

先生を囲んで、30 名近くの懇親の場は大いに盛り上

がった。最後は宮島幹事の指揮で校歌斉唱。「試百難」

を感じながらお開きとなった。

　　　　　（副代表幹事　笠井徳爾、６１期）

松尾倶楽部第 165回例会　「心の柱　試百難」　（要旨）
講師　藤本光世氏　　（円福寺住職）

　９月３０日（土）に連合会館で開かれた第１６５回例会は、上田高校第 28 代校長藤本光世氏の講演会と懇親会。

土曜日の午後にも拘わらず、講演会には 50 名、懇親会には 27 名の方が参加されました。

藤本氏は 2 年間の在任中、生徒の健全な心の育成と学力の向上に傾注されたが、その経緯・背景などを講演いただ

いた。以下は講演の概要です。

講演後、居酒屋での懇親風景


